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1 問題の所在
20ω(平成21)年に告示された「高等学校学習指
導要領Jでは，地理と歴史の相互の関連を図る旨
の記述が増えた。 1970年までの学習指導要領では，
相互の関連の充実が植われてきたが，その後の 3
回の改訂において査強が減少し，現行のもので記
述が増えた仇日藤， 2014)。
学習指導要領の改訂に先立ち，山口(2008)は，
地理と歴史のそれぞれにおいて授業時数の 1側呈
度を「地歴融合単元」の時間にあてて，それぞれ
の科目の立場から融合単元を積極的に開発するの
が妥当であると述べている。
そもそもなぜ「地歴融合」の議論があるのか。
その内容は先行研究をもとに後述するが，以下の
ような素朴な理由が根底にあると考えられる。そ
のひとつは科目履修に強く関係する。地歴科が設
定された1994年以降，国際化に対応するため世界
史が必修となっている。一方日本史と地理が選択
履修とされて，高等学校で地理を学ばない生徒が
多い。とくに近年は日本史の必修化も検討されて
おり，仮にそうなればますます地理を履修する生
徒が少なくなる。このような状況で，時間的な認
識とともに空間的な認識も形段するという目的で，
必修の歴史科目の内容に甜狸的な要素を組み入れ
るため「地歴融合」の議論があると考えられる。
「地歴融合」が議論されるもうひとつの理由は，
対象の地域や社会を理解しようとするとき，地理
と歴史の双方の理解が必要ということである。国
際化という「自分」と「他者」がかかわり合う現
象に対応するならば，地域や祉会を複併比捉え
られなくてはならない。だからこそ，地理と歴史
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を関連付けは重要で，その関連を意識した授業構
想が必要だと考える。
本研究の目的は，地歴の関連に関する先行研究
の検討と筆者の実践報告を踏まえつつ，双方の関
連を意識した授業構想について考察・提示するこ
とである。
2 先行研究の検討
(1)地歴関連・融合に関する先行研究の類型
表 lは，地歴融合・関連に関する論考を整理し
たものである。加藤(2014)をさらに充実させて，
一部イ度正した。これをもとに，以下の検討を行う。
(2)相互の融合・関連に関する論考
相互の融合・関連を図る論考について，主に教
育の立場から論じたものを取り上げると，歴史教
育の立場から，深草(1995)が世界史に環境問題を
取り入れる論考を行っている。同様に深草は，こ
の手法を日本史においても取り入れて通史的に描
いている(深草， 1998)。
次に，主に学問的な立場から，相互の融合・関
連に言及している論考を以下でみていきたい。ま
ずは地理学の立場から，黒崎(1986)は，地理学と
歴史学の連携を図る必要き性を主張している。黒崎
は，地理的事象の歴史的背景について， rこの地球
表面に展開する諸事象はい刊もも時歯車続的なも
のなのであって，それぞれの空間的側面の解明に
重点をおくのが地理的視座ということになる。こ
の視座に立つからといっても，事象の時間的側面
を鮒見あるいは輯見する限りでは，対象の正当な
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把握や理解はきわめて乏しいと言わざるを得な
い」と指摘している。その対象における時間の流
れを捉えることで，対象の正当な把握ができるこ
とを主張している。
一方で，歴史学の立場から言及したのが武島
(201のである。武島は，これまでの地歴融合・関
連の議論を取り上げながら，それらに疑問を呈す。
武島は「日本における地理学(人文地理学)と歴史
学に，実証性・科学性における共通の基盤がどの
程度あるのかを問う」ている。武島は，近年の諸
提言は，双方の歩みよりに終始しており，実誼弛
と科学性を楽観視したまま，相互の融合・関連を
図ろうとしている点を非難している。
(3)実践報告及び実践案に関する論考
歴史教育からの実践については，寺尾の寸車の
実践報告及び実践案の提示がある。寺尾は日本史
を単なる時間軸のみならず，空間軸からも理解さ
せることが大切であるとして，その手段として地
図利用が有効であると論じている(寺尾， 2008)。
その際に知直・輸送，軍事・防衛，給水，土地利
用，大火・震災という観長を設定して，指導例を
提示している。さらに寺尾は，地形や鳥轍図，地
名キヲ量観などの観長からの実践案や実践例も提示
している(寺尾， 2012)。
地図の利用という点では，世界史において地図
資料を活用した実践を行なった荒井(2011)の研究
がある。荒井は，ヨーロッパ中世の古地図は，中
世の宗教観や世界観を体感できる教材であるとし
ている。地歴融合を目的とした実践ではないが，
地図を史(資)料として用い，当時のヨーロッパの
人々が抱いていた世界像を，空間的に托握させる
実践といえるだろう。
さらに歴史教育の立場からは，麻生(1997)の論
考を取り上げたい。麻生は，世界史の授業におい
て，人間の生活や生業，地域形成に様子を主眼と
した指導例や実践を提示している。そのなかには，
地図教材を用いる例が見られる。
他にも世界史の実践では，今野(2013)が地歴融
合教材として国旗を用いて，世界史Aにおける全
3時間のワークショップ形式の実践を試みている。
今野は，国旗はその国の歴史民族・宗教の精神，
特徴的な自然環境が反映されており， r多面的な情
報をもたらしてくれる格好の素材である」として，
地歴の融合・関連にも応える耕オであると論じて
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いる。また今野は， r地歴融合」については戸訓面
が非常に難しい」とした上で， r歴史事象を地狸的
な思考で考察する機会を保障することが肝要」で
あると論じている。
地理教育からの実践については，藤岡(2008)が
ヨーロッパ地誌として戦後史と関連付けた単元を
構成し，授業実践の報告を行なっている。また藤
田(2011)は，季節風の倣Eみと遣唐使の庫鳴を取
り上げて，自然環境と歴史的事実とを結びつけた
授業実践を行なっている。藤田は，自然地理と歴
史を関連づけた実践の蓄積は，自然環境の扱いが
得意な地理教育の立場から率先するべきだと述べ
ている。今井(2010)は.r無味乾燥ι思われがちな
地理学習にストーリーを与えることができる」と
して，全4時間の単元で，東西ドイツの分断と統
ーを事例にして人物を取り扱った実践を行なって
し、る
(4)相互の融合・関連を図ることへの教員の意識
以上では，研究者や実践の報告をもとに，相互
の融合・関連に関する議論を検討してきた。言う
までもないが，その重要き性を説く論考が多い。そ
れでは相互の融合・関連を図ることに対して，現
場の教員はどのような意識を持っているのか。
寺尾(2012)は，高等学校日本史の教員の立場か
ら教員に相互の融合・関連を図るという意識が
希薄で，他科目との連携に全く関心を示さない教
員が現れていることを指摘している。しかし，藤
田・常井(20ω)のアンケート調査及びその報告を
見ると，決してそうとも言い切れない。藤田・常
井は，千葉県と岡山県の高等学校の地理教員に，
地理と歴史の連携・融合に対する意識調査を行っ
た。それによると，科目聞の連携について，両県
とも8割以上の教員がその重要性を認識している。
連携の方法については，相互の関連性を充実させ
た授業を行なうべきだと考えている教員が両県共
に6劃を占め，次いで融合単元を設定すると考え
ている教員が3割弱という結果であった。しかし
ながら，教員聞による科目の議論はほとんどなさ
れていないという。また，歴史教員の中には地理
に関する知識が乏しいために，相互の融合・関連
を図ることに不安を覚えている教員もいると報告
している。
(5)アメリカの耕ヰ書に見る「地歴融合」
最後に，アメリカ合衆国の教科書に見る「地歴
融合」について，森田(2011)の研究に依拠しなが
ら論ずる。アメリカ合衆国の地理教育には，の地
理的見方・考え方を構成する「地理学の5つの基
本テーマ」が定義づけられている。テーマは次の
通りである。
①位置:地表面における位置
@湯所:自然的・人文的特徴
@湯所における相互関係:人と環境の関わり
笹瀞動:地表面における相互作用
⑤地域:地域はどのように形成され，変化するか
森回は， i地理学の5つのテーマ」が「米国の地
理教育において極めて大きな役割を呆たしてい
る」と論じている。その理由として，一つは非常
に単純化されてわかりやすく，人々に受け入れや
すく構成されていること。もう一つは， i人間と国
土との聞の相互依存関係」を重視した，合衆国に
おける国土教育の思想が， 5つのテーマの学習内
容や学習目標に明確に位置づけられていることを
挙げている。
この5つのテーマは，却耳里教育のみならず歴史
教育にも反映されている。例えば，小学校や高等
学校の「合衆国史Jの教科書についても，地躍的
主題として上の5つのテーマを掲げているとされ
ている。また，合衆国で使われている世界史の教
科書には，ほとんどの単元に地図が掲載されてお
り，その地図上に見られる現象について， 5つの
テーマに即した「聞い」がたてられている。との
ように，歴史の教科書であっても，地理的な内容
が明確に盛り込まれている。これについて森田は，
「歴史の深層には必ず地理や国土というものがあ
って，その上で相互に影響を与え・受けながら，
国民の歴史が展開されてきた，という構造になっ
ているJと論じている。つまり，地理と歴史は，
相互に関係しあっているものという考え方が基に
あるということたまた，州によっては，地理教
育と歴史教育を一体化したカリキュラムが構築さ
れている。日本の歴史教育においても，このよう
な考え方が採用されるべきだと筆者は考える。ま
た， i地歴融合」の実践を行なうにあたっても，合
衆国の「地理学の5つの基本テーマ」は大いに参
考になるものと考えられる。
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3 専門実習における実践結果とその考察
(1)日本史Aの実践
ここで検討するのは，山形県内X高等学校にて
筆者が実践したものである。本年度の実習では，
日本史Aと世界史Aの両分野をそれぞれ4時間ず
つ担当した。このうち，日本史Aにおいて，特に
「地図利用」という点を意識した実践を行なった。
筆者が担当したのは「第一次世界大戦と日本」と
「大戦景気」の範囲で， 2学年の2クラスである。
「第一次世界大戦と日本Jは，最初に第一次世
界大戦が起きた理由を確認した。そして， 日本が
大戦に踏み切れた理由について， i外相・加藤高明
の発言J(以下「発言J)と東アジアの地図を用い
て説明し，日本の中国進出について具嗣切こ追っ
たあとに， i発言」の「建前」として，日本はイギ
リスと同盟関係にあるために，その情誼として大
戦に参加できるということである。しかし『本音」
は，東アジアからヨーロツノ勢力を一層し， 日本
の国際的地位を高めることである。この「発言j
を取り上げた上で，西洋諸国が東アジアのどの地
域を租借地としていたのかを，地図で確認させた。
そして提示した東アジア一帯の地図から気づくこ
とはないかを生徒に問うた。この地図から，アジ
アを租借地としている国々は，大戦に参加してい
るヨーロッパ諸国であることを確認させた。さら
に，同盟国たるイギリスが日本の参戦については
消極的であったことについても触れた。日本が大
戦に参加した理由について， i発言」のみならずそ
れを裏付けるような「地図Jを用いて生徒に提示
して取り上げた。
「大戦景気」は，第一次世界大戦後に日本で見
られた経済成長である。第一次世界大戦の参加に
よって好景気となった日本は，あらゆる産業が躍
進した。それに伴い，工業生産額が農業生産額を
上回り，工場労働者が増加した。また，都市部へ
の人口の増加・移動が見られた。輸出艦且になっ
たことや産業が躍進したことは，資料集のグラフ
や写真を用いながら授業を進めた。
地図の利用は， i都市部への人口の増加・移動」
の範囲で，筆者が作成した「人口増加率分布図』
と「工場の分布図」の2枚の地図を用いて，大戦
景気の時代に，都市部への人口移動が起こった理
由を考えさせた。
図lは，大正2年.. 8年(1913年--19年)の人口
統計をもとに，増加率を計算し，それを赤と青の
濃淡で表したものである。「工場の分布図」は，当
時の主な製鉄所キ遁船所などを白地図に記したB
授業ではこの2枚の地図を照合させて，どのよう
なことが言えるのかを生徒に問うた。
(2)実践の結果と課題
各クラス2時間(合計4時間)の授業実践終了後
に，生徒全員に対して授業アンケートを行ない.2 
年2組は33人.2年3組は話人から回答を得た。
全部で12の質問事項を設定し，そのうち地図教材
に関わる質問等を表2に示した。各クラスの結果
を，表3と表4に示す。
表2.地図利用に関するアンケート項目
1 考えたり読んだりする時聞は十分である
2 地図を用いて理解しそ寸く説明している
3 地図を用いることで授業の内容が理解しゃ
すかった
4 歴史の勉強で普段から地図を使っている
表3.2年2組アンケート結果n=33
c D 
質問
A B 
どちらとも そう恩わ
そう思う やや思う
いえない ない
6市 3'部 0略 。国
2 61% 36% 3誕 。国
3 39覧 52国 9民 。略
4 30見 36時 27% 6再
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表4.2年3組アンケ}ト結果 n=，部
質問 A B G D 
限端 6覧 3出 3首
2 6鮒 20略 11覧 。国
3 57首 34!話 9首 。目
4 2端 37覧 23掲 11首
このアンケ}ト結果から，クラスに畠ハはある
もののJ 1'""3のいずれの質問においても，全体と
してかなり肯定的な相田が得られた。とくに地図
に直張関わる質問4と質問2'3の結果を比較する
と，本実践授業において普段の授業よりも地図を
用いたことが肯定的に開国されていることがわか
る。なお.r大戦景気」の授業については，地図を
利用した実践を行なったのは2-2のみである。
以上のことから，授業全体についても地図の利
用に関しても，生徒からの開面は総じて高いとい
える。しかし，筆者なりに振り返れば， r第一次世
界大戦と日本」の授業で比ヨーロッパの地図も
提示して主戦場がヨーロッパであったことを生徒
に認識させ，その上で東アジアの地図を見せる必
要があったと考える。そこで，東アジアすなわち
日本周辺にもヨーロッパの国々の権益が及んでい
ることを確認できれば，参戦によって国際的な影
響力を増すことができるという，日本の参戦意図
をより明確に読み取らせることができただろう固
また I大戦景丸の授業では，歴史的現象につ
いて空間的に拒輝するという，本来の地図の使い
方ではあっただろう。しかし，人が「どこからど
こへ」移動した原因がわかる資料を提示できれば，
人の移動による影響を生徒に捉えさせることがで
きたかもしれな¥，¥
そして，実践において，地狸的要因に基づいて歴
史的事象を理解・考察させることの必要性である。
例え民「位置Jを取り扱うには，地図上の位置を
確認するにとどまらず，位置関係キ変化，その意
義などを理解させるように地図を活用すべきであ
る.また.r環境」について取り上げる際には，人
類の行動と環境との相互作用という観点から，歴
史的事象を考えさせることができるだろう。それ
らの手だてとして地図を活用し，歴史を空間的に
把握することの重要性をあらためて確認した。
4 相互の融合・関連を図った構想案
以上の検討を踏まえて，ここでは，地図を用い
た「ウィーン体制」の授業の構想、を提示したい。
表5は授業許蕎想の略案である。
ウィーン体制とは，フランス革命からナポレオ
ン戦争期を経て， 1814年のウィーン会議によって
つくられた体制である。会議の目的はナポレオン
戦争の戦後処理である。フランス外相のタレーラ
ンが提唱した「正統主義」にのっとり，国境の再
編や王政の復活といった革命以前のヨーロッパに
戻すとともに，ヨーロッパの勢力均衡が図られた。
この内容は，昨年の専門実習で、実践を行なった
ものである(加藤， 2014)。その反省を踏まえて，
ここでは， 3枚の地図の比較を中心に，絵画資料
もあわせながら，領土の変遷や会議の意義，主催
者の心情などを視覚的に捉えるという授業を提示
したい。
以下は， 1789年時のヨー ロツノミ(図2)，ナポレ
オン支配下のヨーロッパ(図 3)，ウィーン会議後
のヨー ロッパの地図で、ある(図4)。
図 2. 1789年時のヨーロツノミ(出典桑原編，
1961) 
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図 4.ウィーン会議後のヨーロツノ"C出典神奈
川県高等学校教科分科会社会科部会歴史分科会，
2008) 
最初に提示するのは2枚の「絵画」である。こ
れは主要国の人聞が地図を囲んで、いる絵画と，主
要国の人聞が踊っている様子である。これはどち
らも会議の様子を表しているものである。つまり，
会議が領土の再編について話し合われたことと，
利害が対立し議論が進まない様子を表している。
次に2と3と4を年代順に並べさせる。その上
で，なぜウィーン会議が絵画のように描かれてし
まったのかを，生徒に問う。
ここで3枚の地図の比較から，それを読み取ら
せたい。先ほども述べたように， 2と4の地図を
比較すれば，各国の国境が明確で、非常に似ている
ものと見てとれる。これに対して3の地図は，国
境はあるものの，その殆どがナポレオンの支配下
にあったことがわかる。そして， 3と4を比べれ
ば，ウィーン会議が何を目的としていたか容易に
わかる。つまり，ウィーン会議がナポレオンによ
る，一国支配を解体しようとしたこと，そして革
命の前の状態に戻そうとしたことが地図から読み
取れるだろう。
しかし， ドイツのように，ウィーン体制下にお
いては新しく編成し直されているなど，特徴的な
地域についても確認させる。
このような議論を通した上で，会議の結果が，
この地図のような領土編成になった理由を，考え
させる。おそらくは，地図を比較させた時点で「ヨ
ーロッパを元通りにする」とし、うことは確認がで
きるだろう。それこそが，ウィーン体制の基本的
な考え方である「正統主義」なのである。
最後に，もう一度2枚の絵に戻って，考えさせ
る。つまり，革命以前のヨーロッパを目指して，
表5 学習指導案(略舟
教科・単元:高等学校世界史A rワィーン体制とその崩壊l
本時の目標:7ィーン会議における各国の利害対立について考察させる。
地図資料から領士の変遷と会議の意義を読み取らせる。
学習活動 留意点
導入 本時のテーマを理解する。
-踊っているのが会議
ウィーン会議についての2枚の絵画資料(風粛圃)を見て，考察 の主要国(絶対王政)
する。 の人間であることを
問い:2枚の絵がそれぞれ，どのような様子が描かれているか。 確認にする。
• 2枚の絵画の違いに
着目させる。
指示:二つの地図を年制頓に並べる。 -どの地図がいつの時
聞い:会議の様子が「絵」のように描かれた理由は何か。 代のものかを確認
二つの地図を比較から考えてみる。
指示:三つの地図を比較してみる。 -全体を見たときにウ
-地図資料からヨーロッパの領土の変遷を読み取る。 ィーン体制下と革命
-三つの地図を比較して気付いたことをまとめて，聞いにた 前の地図が似ている
して考察する。 ことに気づかせる。
-特に変化が大きい地
聞い:7ィーン会議の結果，このような領土編成になったのは 域について注目させ
展開 なぜか。その考え方も含めて考えてみる。 るo
-地図から読み取れることをまとめて，発表する。
-革命前のヨーロッパ
に戻っていること(正
聞い:二つの絵はどのようなことを表していただろうか。 統主義)，そして「ー
-会議であるにも関わらず，踊り続けている様子から，領土 国独裁jの体をなして
編成の議論が進まないことの様子を描いていることを確認 いないことを気付か
する。 せる(勢力均衡)。
-主要王カ国の「大国」主導で，勢力均衡が図られたことを確
認する。
まとめ -ウィーン体制が何を目指していたか。本時の資料キ議論を振
り返りながら，ウィーン会議の歴史的意義をまとめる。
-正統主義，勢力均衡の意義を整理してまとめる。
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ナポレオン戦争期の先日聖を試みるも，大圏同士
の利害が一致せず，一向に会議が進まなかった
ことを理解させる。
以上が実践案となる。地図の比較を行なうこ
とで，領士の変遷が明確に把握でき，ウィーン
会議の歴史的意義が空間的認識をともなって理
解されるものと考える。
5 到達点と課題
本研究の成果として，先行研究の検討と実践
の結呆から，相互の融合・関連を図る上で多く
の観点を得ることができたこと，そして「ウィ
ーン体制」について地図を利用した実践案を提
示することができたことが挙げられる。
今後は，世界史の教科書の内容から，相互の
融合・関連を図るのに適した範囲を検討するこ
とが，必要である。そして，それらの内容を扱
う際の観点やテーマ，その内容に使用できる教
材を吟味しなければならなし九その上で，具体
的な単元の構成キ捜業の構想を行い，実践を蓄
積する必要がある。
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